
 

 

質問事項及び具体的内容 

代 表 質 問 発 言 通 告 書 
 下記事項について質問をしたいので、会議規則第５１条第１項の規定により通告します。 

    令和 ６年 ２月 １５日 

 三島市議会議長  藤江 康儀 様 

                 三島市議会議員  １１ 番  古長谷 稔    

              豊岡市長が市政を担って１３年が経過した。この間に三島市でも

人口減少、少子高齢化が進行した。生産年齢人口の減少等により人手不足が顕在化し、国全体

で賃金が上がらない中で、ウクライナ紛争など国際的緊迫状況の影響による物価上昇から、多

くの市民は生活が厳しいと感じている。コロナ禍の影響は収まりつつある中で、景気動向も見

据えて、本市を取り巻く社会・経済環境をどう捉え、予算案に結び付けたのか。「幸せ実感都市

みしま」として、「めざせ、ウェルビーイング宣言」を実施し、日本一幸せに暮らせる都市を目

指す積極型予算として編成された令和６年度予算について、以下、伺う。 

 

１ 基本目標１「安全・安心に暮らせるまち」に関して・・・防災、ごみ処理 

（１）能登半島地震を踏まえ、伊豆半島玄関口の三島に災害時の後方支援拠点を置くべきでは。

（２）同報系防災行政無線デジタル化再整備を踏まえた、自主防災組織との連携 

（３）ごみ処理施設広域化に向けた取り組みについて 

 

２ 基本目標２「健康で福祉が充実したまち」に関して・・・高齢者福祉、子育て支援 

（１）高齢者、子育て世代、障がい者を支える生活支援の仕組み「地域共生社会」の実現 

（２）出産・子育て応援事業と長伏公園整備について 

 

３ 基本目標３「未来につなぐ人材を育むまち」に関して・・・教育 

（１）時代が求める自国文化理解に基づくグローバル教育、多文化共生教育の必要性について 

 

４ 基本目標４「交流とにぎわいのあるまち」に関して・・・まちづくりビジョン、産業振興 

（１）富士・箱根・伊豆の玄関口として交流人口増、インバウンド増にどう対応するか。 

（２）中心市街地活性化に向けて、三島市が掲げるまちづくりビジョンについて 

（３）ふるさと納税強化、農水産品により磨きをかけて稼げるまちにしていく考えについて 

 

５ 基本目標５「快適で暮らしやすいまち」に関して・・・移住、三島駅周辺整備、空き家 

（１）移住の受け皿を目指す地方都市としての積極的なプロモーションについて 

（２）市民に寄り添った三島駅南口の再開発と広場開発（一般乗降、トイレ設置）について 

（３）中郷、北上、錦田地区など郊外での空き家対策について 

 

６ 基本目標６「共に創る持続的に発展するまち」に関して・・・新庁舎、スマート市役所 

（１）新庁舎計画に伴って発生する跡地の、まちづくりビジョンと連動した利活用について 

（２）新庁舎の工事期間に何が想定されるか、地元建設事業者の参加可否について 

（３）無駄の排除、ＤＸ、省力化の推進などスマート市役所に向けた取り組み 

 

７ 財政について 

（１）基金積み立て、市債残高の推移について 
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